湯槽の なかで、 ざぶ ざぶ やりながら 聞く。 

「何に 利く かな あ。 分析表 を 見る と、 何に でも 利く よ 

うだ。 —— 君 そんなに、 臍ば かり ざぶ ざぶ 洗った つて、 

でべそ なお 

出臍 は 癒らない ぜ」 

「純 透明 だね」 と 出臍の 先生 は、 両手に 温泉 を 掬んで、 

口へ 入れて 見る。 やがて、 

「味 も 何もない」 と 云いながら、 流しへ 吐き出した。 

「飲んでも いいんだ よ」 と碌 さん はがぶ がぶ 飲む。 

圭 さん は 臍 を 洗う の を やめて、 湯槽の 縁へ 肘 を かけ 

まんぜん ガラス ご 

て 漫然と、 硝子 越しに 外 を 眺めて いる。 碌 さん は 首 だ 

け 湯に 漬かって、 B 手の 臍から 上 を 見上げた。 



あ る 

して、 歩行いた つもり だ」 

「本当 かい？ はたして 本当なら えらい もの だ。 —— - 

何だか 怪しい な。 すぐ 付け上が るから いや だ」 

「ハ ハハ 付け上がる もの か。 付け上が るの は 華族と 金 

持ば かりだ」 

かたき 

「また 華族と 金持ち か。 眼の 敵 だね」 

「金 はなく つても、 こっち は 天下の 豆腐屋 だ」 

「そうだ、 いやしくも 天下の 豆腐屋 だ。 野生の 腕力 家 

だ」 

「君、 あの 窓の 外に 咲いて いる 黄色い 花 は 何だろう」 

碌 さん は 湯の 中で 首 を 捩じ向ける。 



「屋根に かぼちゃが 生る よう だから、 豆腐屋が 馬車な 

ん かへ 乗 るんだ。 不都合 千万 だよ」 

- J うが い 

「また 慷慨 か、 こんな 山の 中へ 来て 慷慨した つて 始ま 

らな いさ。 それより 早く 阿蘇へ 登って 噴火口から、 赤 

い 岩が 飛び出す ところで も 見る さ。 —— しかし 飛び込 

んじゃ 困る ぜ。 —— 何だか 少し 心配 だな」 

たくあん いし 

「噴火口 は 実際 猛烈な ものだろう な。 何でも、 沢庵 石 

のよう な 岩が 真 赤に な つ て、 空の 中へ 吹き出す そうだ 

ぜ。 それが 三 四 町 四方 一面に 吹き出す の だから 壮んに 

違ない。 —— あした は 早く 起きな くつち や、 いけない 

よ」 



丸い 石 を 拾って 来て、 こっこつ 叩いた。 そうしたら 

しらみ 

虱が 死なない うちに、 襯衣が 破れて しまった」 

「おやおや」 

「しかも それ を 宿の かみさんが 見つけて、 僕に 退去 を 

命じた」 

「さぞ 困った ろうね」 

「な あに 困らん さ、 そんな 事で 困つ ちゃ、 今日まで 生 

きて いられる もの か。 これから 追い 追い 華族 や 金持ち 

を 豆腐屋に す るんだ からな。 滅多に 困つ ちゃ 仕方がな 

い」 

あ 一. S- らザ 

「すると 業なん ぞも、 今に、 とお ふい、 油揚、 がん も 



君 の 背中と、 僕 の 背中と は だ い ぶ 面積が 違う か ら損だ 」 

「そんな 面倒な 事 を 云うなら 一 人で 洗う ばかり だ」 と 

P つま 

圭 さん は、 両足 を 湯 壷の 中に うんと 踏ん張って、 ぎ ゆ 

てぬぐい りょう はじ 

うと 手拭 をし ごいた と 思 つ たら、 両端 を 握った まま、 

はす あぶらぎ 

ぴしゃりと、 音を立てて 斜に膏 切った 背中へ あてが つ 

ちからこぶ 

た。 やがて 二の 腕へ 力瘤が 急に 出来上が ると、 水 を 

含んだ 手拭 は、 岡の ように 肉づ いた 背中 をぎ ちぎち 磨 

リ 始める。 

まゆ 

手拭の 運動に つれて、 圭 さんの 太い 眉が くしゃり と 

まう ちょう ま. つ 

寄って 来る。 鼻の 穴が 三角形に 膨脹して、 小鼻が 勃 

として 左右に 展開す る。 口 は 腹 を 切る 時の ように 堅く 



< い しば さ 

喰締 つた まま、 両耳の 方まで 割け てく る。 

におう ぎょうず い 

「まるで 仁王の よう だね。 仁王の 行水 だ。 そんな 猛 

烈な 顔が よくで きる ね。 こり や 不思議 だ。 そう 眼 をぐ 

りぐ りさせ なくっても、 背中 は 洗えそう な もの だが ね」 

圭 さん は 何にも 云わずに 一 生 懸命に ぐいぐい 擦る。 

擦って は 時々、 手拭 を 温泉に 漬けて、 充分 水 を 含ませ 

あせ あ 一.^ ら あ y 

る。 含ませる たんびに、 碌 さんの 顔へ、 汗と 膏と 垢と 

ゆ まじ 

温泉の 交った ものが 十五 六 滴ず つ 飛んで 来る。 

「こいつ は 降参 だ。 ちょっと 失敬して、 流しの 方へ 出 

るよ」 と碌 さん は 湯槽 を 飛び出した。 飛び出し はした 

きょく ぼうぜん 

ものの、 感心の 極、 流しへ 突っ立った まま、 茫然と し 



て、 仁王の 行水 を 眺めて いる。 

「あの 隣り の 客 は 元来 何者だろう」 と圭 さんが 槽 のな 

かから 質問す る。 

「隣り の 客 どころ じ やない。 その 顔 は 不思議 だよ」 

「もう 済んだ。 ああ 好い 心 持 だ」 と圭 さん、 手拭の 

1 端 を 放す や 否や、 ざぶんと 温泉の 中へ、 石の ように 

まんそう めんくら 

大きな 背中 を 落す。 満槽の 湯 は 一度に 面 喰って、 槽の 

だいきょうこう 

底から 大恐惶 を 持ち上げる。 ざあっ ざ あ つ と 音が し 

て、 流しへ 溢れ だす。 

「ああい い 心持ち だ」 と圭 さん は 波の なかで 云った。 

ふるま 

「なるほどそう 遠慮な しに 振舞ったら、 好い 心 持に 相 



臣秀吉 の 家来 じ やない か」 と圭 さん、 飛んでも ない 事 

を 云う。 

「ハ ハハハ こいつ は あきれた。 華族 や 金持ち を 豆腐屋 

なん に 

にす る だなん て、 えらい 事 を 云う が、 どうも 何も 知ら 

ない ね」 

「じ や 待った。 少し 考える から。 又 右衛門 だね。 又 右 

衛門、 荒木 又 右衛門 だね。 待ちた まえよ、 荒木の 又 右 

衛 門と。 うん 分った」 

「何 だい」 

すもうとり 

「相撲 取 だ」 

「ノ ノノノ ti ^木 ノ ノノノ さ カオ pn ノ ノノノ y 右 衛 P 



「しかし 僕の 御蔭で 天地の 壮観た る 阿蘇の 噴火口 を 見 

る 事が できる だろう」 

かわいそう ひと リ 

「可愛 想に。 一人 だって 阿蘇ぐ らい 登れる よ」 

r し か し 華族 や 金 持な ん て 存外 鷇気 地が ない もんで… 

〜」 

「また 身代り か、 どうだい 身代り はやめにして、 本当 

の 華族 や 金持ちの 方へ 持って行ったら」 

「いずれ、 その内 持って くつ もり だが ね。 —— 意気地 

がな くって、 理窟が わからな くって、 個人と しちや あ 

三文の 価値 もない もんだ」 

「だから、 どしどし 豆窩 屋 にして しまう さ」 



「僕 はもう 湯気に 上がりそう だから、 出る よ」 

「まあ、 いいさ、 出ないでも。 君が いやなら 僕が 聞い 

ま ヽ. 

て 見る から、 もう 少し 這 入って いたまえ」 

「おや、 あとから 竹刀と 小手が いっしょに 来た ぜ」 

「どれ。 なるほど、 揃って 来た。 あとから、 まだ 来る 

ぜ。 や あ 婆さんが 来た。 婆さん も、 この 湯槽へ 這 入る 

のかな」 

「僕 は ともかくも 出る よ」 

「婆さんが 這 入るなら、 僕 も ともかくも 出よう」 

風呂場 を 出る と、 ひやり と 吹く 秋風が、 袖口から す 

すはだ へ そ 

うと 這 入って、 素肌 を 臍の あたりまで 吹き抜けた。 



「何に 致します」 

「半熟に す るんだ」 

「煮て 参 じます か」 

「まあ 煮 るんだ が、 半分 煮 るんだ。 半熟 を 知らない か」 

「いいえ」 

「知らない？」 

「知り まっせん」 

八 きえき 

「どうも 辟易 だな」 

「何で) J ざり ま つ す」 

「何でもい いから、 玉子 を 持って 御 出。 それから、 お 

い、 ちょっと 待った。 君ビ— ルを 飲む か」 



たいぜん 

「飲んでも いい」 と圭 さん は 泰然たる 返事 をした。 

「飲んでも いい か、 それじゃ 飲まな くっても いいんだ。 

—— よす かね」 

「よさな くっても 好い。 ともかくも 少し 飲もう」 

「ともかくも か、 ハ ハハ。 君 ほど、 ともかくもの 好き 

な 男 はない ね。 それで、 あしたに なると、 ともかくも 

餛飩を 食おうと 云 うんだろう。 姉さん、 ビ ー ルも 

ついでに 持って くるんだ。 玉子と ビ ー ルだ。 分った ろ 

うね」 

「ビ— ルは) J ざり ま つ せん」 

「ビ— ル がない？ 君ビ— ル はない とさ。 何だか 日 



「そうかね。 じ や、 僕 もこれ から、 ちと 剛健 党の 御 仲 

間 入り を やろう かな」 

だいいつ ちゃく 

「無論の 事 さ。 だからまず 第 一 着 にあした 六 時に 起 

きて …… 」 

うどん 

「御昼に 餛飩を 食って か」 

「阿蘇の 噴火口 を 観て …… 」 

かんしゃく ようじん 

r 癇癩 を 起して 飛び込まな いように 要 心 をして か」 

「もっとも 崇高なる 天地 間の 活力 現象に 対して、 雄大 

きしょう あく そく じんじ 

の 気象 を 養って、 齷齪た る 塵 事 を 超越す るんだ」 

「あんまり 超越し 過ぎる と あとで 世の中が、 いやに 

なって、 かえって 困る ぜ。 だから そこのと ころ は 



「しかし 四つと も 食う 気 かい」 

うどん 

「あしたの 餛飩が 気になる から、 このうち 二 個 は 携帯 

して 行こうと 思 うんだ」 

「うん、 そんなら、 よそう」 と圭 さん はすぐ 断念す る- 

「よす となると 気の毒 だから、 まあ 上げよう。 本来な 

ら 剛健 党が 玉子なん ぞを 食う の は、 ちと 贅沢の 沙汰 だ 

が、 可哀想で も あるから、 —— さあ 食う がいい。 —— 

姉さん、 この 恵比寿 は どこで でき るんだ ね」 

「おおかた 熊 本で ござり ま つし よ」 

うま 

「ふん、 熊 本 製の 恵比寿 か、 なかなか 旨い や。 君 どう 

だ、 熊 本 製の 恵比寿 は」 



のば ぜん 

「うで 玉子 か」 と圭 さん は 首を延 して 相手の 膳の 上 を 

見る。 

「全 熟 だ。 こっちの はどう だ。 —— うん、 これ も 全 熟 

だ。 —— 姉さん、 これ は、 うで 玉子 じ やない か」 と 今 

度は碌 さんが 下女に むかう。 

「ねえ」 

「そうな のか」 

「ねえ」 

「なんだか 言葉の 通じない 国へ 来たよう だな。 —— 向 

うの 御客さん のが 生 玉子で、 おれの は、 うで 玉子な の 

ゝ ヽ I 

力 レ」 



まザ 

り、 だいぶ 烈しくな つたよう だぜ、 君」 

「そうさ、 だいぶ、 強くな つた。 夜の せいだろう」 

「御山が 少し 荒れて おります たい」 

「荒れる と 烈しく 鳴る のかね」 

「ねえ。 そうして よなが たくさんに 降って 参ります た 

い」 

「よな た 何 だい」 

「灰で) ，- ざり ま つ す」 

えんがわ ひと さ す 

下女 は 障子 を あけて、 椽 側へ 人 指し ゆび を擦リ つけ 

な 力ら 

「御覧な さり まっせ」 と 黒い 指先 を 出す。 



py す。 

「そうさ」 

「あの 爺さんが、 何 を 云う か 分った もんじ やない」 

「なぜ」 

「なぜって、 世の中に 商売 もあろう に、 餛飩屋 になる 

ふりょ うけん 

なんて、 第一 それからが 不 了簡 だ」 

「餛 飩屋 だって 正業 だ。 金 を 積んで、 貧乏人 を 圧迫す 

はる た つ 

るの を 道楽に する ような 人間より 遥かに 尊と いさ」 

しょ ラ 

「尊と いか も 知れない が、 どうも 餛飩屋 は 性に 合わ 

ない。 —— しかし、 とうとう 餛飩を 食わせられた 今と 

うら あと まつ 

なって 見る と、 いくら 餛飩屋 の 亭主 を 恨んでも 後の祭 



り だから、 まあ、 我慢して、 ここから 曲がって やろう」 

「石段 は 見える が、 あれが 寺 かな あ、 本堂 も 何もない 

ぜ」 

「阿蘇の 火で 焼けち まったんだろう。 だから 云わない 

けんのん 

事 じ やない。 —— おい 天気が 少々 剣呑に なって 来た 

ぜ」 

てんゆう 

「なに、 大丈夫 だ。 天祐が あるんだ から」 

「どこに」 

「どこに で も ある さ。 意思の ある 所に は 天祐が) ^ ろ) J 

ろして いるもの だ」 

ごうけんとう 

「どうも 君 は 自信家 だ。 剛健 党になる かと 思う と、 



したくな るんだ ね。 馬鹿に 金 を 持たせる と 大概 桀紂に 

うと < 

なりたが るんだろう。 僕の ような 有徳の 君子 は 貧乏 だ 

し、 彼らの ような 愚劣な 輩 は、 人 を 苦しめる ために 金 

銭 を 使って いるし、 困った 世の中 だな あ。 いっそ、 ど 

うだい、 そう 云う、 ももんが あ を 十 把 一と からげ にし 

まっさかさま 

て、 阿蘇の 噴火口から 真逆様に 地獄の 下へ 落しち まつ 

たら」 

うずま 

「今に 落として やる」 と圭 さん は 薄 黒く 渦卷く 煙り を 

わらじ あし ふんば 

仰いで、 草鞋 足 を うんと 踏 張った。 

けんまく 

「大変な 権 幕 だね。 君、 大丈夫 かい。 十 把 一 と からげ 

まう 

を 放り込まな いうちに、 君が 飛び込ん じ やい けない ぜ」 



んは 大きな 足 を悠々 と 振って 先へ 行く。 碌 さん は 小さ 

からだ こまた あと つ 

な 体軀を すぼめて、 小股に 後から 尾いて 行く。 尾いて 

行きながら、 圭 さんの 足跡の 大きい のに 感心して いる。 

感心しながら 歩行いて 行く と、 だんだんお くれてし ま 

、つ。 

つまさき あが 

路は 左右に 曲折して 爪先 上り だから、 三十 分と 立た 

ぬう ちに、 圭 さんの 影 を 見失った。 樹と樹 の 間 をす か 

して 見ても 何にも 見えぬ。 山 を 下りる 人 は 一人 もない。 

上る ものに も 全く 出合わない。 ただ 所々 に 馬の足 跡が 

ある。 たまに 草鞋の 切れが t 茨に かかって いる。 その 

けしき うどん ばら 

ほかに 人の 気色 はさら にない、 餛飩 腹の 碌 さん は少々 



さあと 北の方へ 走る。 あとから、 すぐ 新しい 音が 耳 を 

力す a るが こ は 

掠めて、 翻え る 木の葉と 共に また 北の方へ 走る。 碌 

さん は 首を縮めて、 えつと 舌打ち をした。 

一 時間 ほどで 林 は 尽きる。 尽きる と 云わん より は、 

一 度に 消える と 云う 方が 適当であろう。 ふり 返る、 

うしろ つらぬ 

後 は 知らず、 貫いて 来た 一筋道の ほか は、 東 も 西 も 

ぼうぼう つら あと 

茫々 たる 青草が 波 を 打つ て 幾 段と なく 連なる 後から、 

むくむ くと 黒い 煙りが 持ち上がって くる。 噴火口 こそ 

見えない が、 煙りの 出る の は、 つい 鼻の 先で ある。 

おおにゅうどう 

林が 尽きて、 青い 原 を 半 丁と 行かぬ 所に、 大入道 の 

圭 さんが 空 を 仰いで 立 つてい る。 蝙蝠傘 は 畳んだ まま、 



「なるほど」 

「困った な、 こり や」 

「な あに 大丈夫 だ。 ついそ こだ もの。 あの 煙りの 出る 

めあて わけ 

所 を 目 当に して 行けば 訳 はない」 

みち 

「訳 はなさ そうだが、 これ じ ゃ路が 分らない ぜ」 

「だから、 さっきから、 待って いたの さ。 ここ を 左り 

また 

へ 行く か、 右へ 行く かと 云う、 ちょうど 股の 所なん だ」 

「なるほど、 両方共 路 になって るね。 —— しかし 煙リ 

の 見当から 云う と、 左り へ 曲がる 方が よさそう だ」 

「君 はそう 思う か。 僕 は 右へ 行く つもり だ」 

「どうして I 



「どうして つ て、 右の 方 L 

方に は 少しもない」 

「そうかい」 と碌 さん は、 

いか かる 草 を 押し分けて、 

すぐに 取つ て 返して、 

「駄目の よう だ。 足跡 は 一 

「ないだろう」 

「そ つちに は あるかい」 

「うん。 たった 二 つ ある」 

「二 つぎり かい」 

「そうさ。 たった 二つ だ。 



は 馬の足 跡が あるが、 左の 

身軀を 前に 曲げながら、 蔽 

五六 歩、 左の 方へ 進んだ が、 

つも 見当らない」 と 云った。 

そら、 ここと ここに」 と圭 



に 戻る。 

「痛快 だ。 風の 飛んで 行く 足跡が 草の 上に 見える。 あ 

れを 見た まえ」 と圭 さんが 幾重と なく 起伏す る 青い 草 

の 海 を 指す。 

「痛快で もない ぜ。 帽子が 飛ん じ まった」 

「帽子が 飛んだ？ いい じ やない か 帽子が 飛んだ つて _ 

取って くる さ。 取って来て やろう か」 

お も 

圭 さん は、 いきなり、 自分の 帽子の 上へ 蝙蝠傘 を 重 

しに 置いて、 颯と、 薄の 中に 飛び込んだ。 

「おいこの 見当 か」 

「もう 少し 左り だ」 



「もうい やにな つたの か。 まだ あるかな いじ やない 

ゝ I 

力」 

ものすご 

「あの 煙と、 この 雨 を 見る と、 何だか 物凄く つて、 あ 

るく 元気が なくなる ね」 

「今から 駄々 を 捏ねち や 仕方がない。 —— 壮快 じ やな 

いか。 あのむ くむく 煙の 出て くると ころ は」 

「そのむ くむく が 気味が 悪る いんだ」 

じょうだん そば 

「冗談 云つ ちゃ、 いけない。 あの 煙の 傍へ 行 くんだ よ 

そうして、 あの 中 を 靦き込 むんだ よ」 

「考える と 全く 余計な 事 だね。 そうして 視き 込んだ 上 

に 飛び込めば 世話 はない」 



「僕の 経歴って、 君が 知って る 通り さ」 

「僕が 知って る 前の さ。 君が 豆腐屋の 小僧であった 時 

分から ：：： 」 

「小僧 じ やない ぜ、 これで も 豆腐屋の 枠なん だ」 

「その 枠の 時、 寒磬 寺の 鉦の 音 を 聞いて、 急に 金 持が 

にくらしく なった、 因 縁^し を さ」 

「ハ ハハハ そんなに 聞きた ければ 話す よ。 その代り 剛 

健 党に ならな くち やい けない ぜ。 君なん ざ あ、 金 持の 

のんき 

悪党 を 相手に した 事がない から、 そんなに 呑気なん だ。 

リ ようと ものがた 

君 は ディ ッ キン スの両 都 物語りと 云う 本 を 読んだ 事が 

あるか」 



なく 眺めて いた、 圭 さんが、 非常な 落ちついた 調子で、 

「雄大だろう、 君」 と 云った。 

まじめ 

「全く 雄大 だ」 と碌 さん も 真面目で 答えた。 

「恐ろしい くらいだ」 しばらく 時 をき つて、 碌 さんが 

付け加えた 言葉 はこれ である。 

「僕の 精神 は あれ だよ」 と圭 さんが 云う。 

「革命 か」 

「うん。 文明の 革命 さ」 

「文明の 革命と は」 

「血 を 流さない のさ」 

「刀 を あわなければ、 问を K うの だい」 



「何だか、 情ない 顔 をして いるね。 苦しい かい」 

「実際 情けな いんだ」 

「どこか 痛む かい」 

「豆が 一 面に 出来て、 たまらない」 

「困った な。 よっぽど 痛い かい。 僕の 肩へ つら まった 

ある い 

ら、 どう だね。 少し は 歩行き 好い かも 知れない」 

「うん」 と碌 さん は 気のない 返事 をした まま 動かない _ 

「宿へ ついたら、 僕が 面白い 話 をす るよ」 

「全体い つ 宿へ つくんだ い」 

「五 時には 湯元へ 着く 予定なん だが、 どうも、 あの 煙 

り は 妙 だよ。 右へ 行っても、 左り へ 行っても、 鼻の 先 



「路が あ つたつ て 駄目 だよ」 

「どうも 雲 だか、 煙り だか 非常に 濃く、 頭の 上へ やつ 

てく る。 壮んな もの だ。 ねえ、 君」 

「うん」 

「どうだい、 こんな 凄い 景色 はとても、 こう 云う 時で 

なけり や 見られない ぜ。 うん、 非常に 黒い ものが 降つ 

て 来る。 君 あたまが 大変 だ。 僕の 帽子 を 貸して やろう。 

—— こう 被って ね。 それから 手拭が あるだろう。 飛ぶ 

といけ ないから、 上から 絡 わい つけ るんだ。 —— 僕が 

しばって やろう。 —— 傘 は、 畳む がいい。 どうせ 風に 

逆らう ぎり だ。 そうして： K につく さ。 杖が 出来る と、 



「うん」 

「困った な。 —— どこか 高い 所へ 登る と、 人の 通る 路 

が 見え るんだ がな。 —— うん、 あすこに 高い 草 山が 見 

*尺 る だろ、 つ」 

「あの 右の 方 かい」 

「ああ。 あの 上へ 登ったら、 噴火 孔 がー と 眼に 見える 

に 違ない。 そうしたら、 路が 分る よ」 

「分る つ て、 あすこ へ 行く までに 日が 暮れて しまうよ」 

「待ちた まえ ちょっと 時計 を 見る から。 四時 八 分 だ。 

まだ 暮れ やしない。 君 ここに 待って いたまえ。 僕が 

ものみ 

ちょつ と 物見 をして くるから」 



「どうして、 こんな 谷が あるんだろう」 

かようせ き 

「火熔 石の 流れた あとだよ。 見た まえ、 なか は 茶色で 

草が 一 本 も 生えて いない」 

やっかい 

「なるほど、 厄介な ものが あるんだ ね。 君、 上がれる 

ゝ ヽ I 

力 レ」 

「上がれる もの か。 高さが 二 間ば かり あるよ」 

「弱った な。 どうしょう」 

「僕の 頭が 見える かい」 

「毬栗の 片割れが 少し 見える」 

「君ね」 

フ^ * ス」 



すすき まら ま.，. 1 

「薄の 上へ 腹 這に なって、 顔 だけ 谷の 上へ 乗り出し 

て 見た まえ」 

「よし、 今 顔 を 出す から 待って いたまえよ」 

「うん、 待って る、 ここ だよ」 と圭 さん は 蝙蝠傘で、 

崖の 腹 を とんとん 叩く。 碌 さん は 見当 を 見 計って、 ぐ 

みぞ 

しゃりと 濡れ 薄の 上へ 腹 をつ けて 恐る恐る 首 だけ を 溝 

の 上へ 出して、 

「おい」 

「おい。 どう だ。 豆 は 痛む かね」 

「豆なん ざ どうで もい いから、 早く 上が つ て くれた ま 

え」 



「ハ ハハハ 大丈夫 だよ。 下の 方が 風が あたらな くって、 

ら< 

かえって 楽 だぜ」 

「楽 だって、 もう 日が 暮れる よ、 早く 上がらな いと」 

「君」 

「ええ」 

「ハンケ チ はない か」 

「ある。 何に す るんだ い」 

けつ ま な まづ め は 

「落ちる 時に 蹴爪ず いて 生爪 を剝 がした」 

「生爪 を？ 痛む かい」 

「少し 痛む」 

「あるけ るかい」 



+6 ザ 

「さっきより、 烈しくな つたよう だ。 —— ハンケ チは 

裂ける かい」 

ほうたい 

「うん、 裂けた よ。 繃帯 はもう でき 上がった」 

「大丈夫 かい。 血が 出 やしない か」 

I 足袋の 上へ 雨と いっしょに 煮染ん でる」 

「痛そう だね」 

「な あに、 痛いた つて。 痛 いのは 生きて る 証拠 だ」 

「僕 は 腹が 痛くな つた」 

「濡れた 草の 上に 腹 をつ けて いるから だ。 もういい か 

ら、 立ちた まえ」 

「立つ と 君の 顔が 見えなくなる」 



「だって 厭か。 厭 じ や 仕方がない」 

「厭 じ やない が —— それより 君が 上がれる と 好 いんだ 

がな。 君 どうかして 上がって 見ない か」 

ふち つた ある 

「それじゃ、 君 はこの 穴の 縁 を 伝って 歩行く さ。 僕 は 

穴の 下 を あるく から。 そうしたら、 上下で 話が 出来る 

からい いだろう」 

「縁に ゃ路 はあり やしない」 

「草ば かり かい」 

「うん。 草が ね …… 」 

「うん」 

は 

「胸く らいまで 生えて いる I 



「ことによると 一 一 百 十日 かも 知れない ね」 

まんもく 

会話 はまた 切れる。 二百十日の 風と 雨と 煙り は 満目 

うず なび は き 

の 草 を 埋め 尽くして、 一 丁 先 は 靡く 姿 さえ、 判然と 見 

えぬ ようになった。 

「もう 日が 暮れる よ。 おい。 いるかい」 

谷の 中の 人 は 二百十日の 風に 吹き 浚われた もの か、 

うんと も、 すん とも 返事がない。 阿蘇の 御山 は 割れる 

ばかりに) ケっ うと 鳴る。 

碌 さん は 青くな つて、 また 草の 上へ 棒の ように 腹 這 

になった。 

「おおおい。 おらん のか」 



たまえ」 

わけ 

「ぶら下げる とも。 訳 はない。 大丈夫 だから 待って い 

てんじく 

たまえ。 —— そうら、 長いの が 天竺から、 ぶら下がつ 

たろう」 

「君、 しっかり 傘 を 握って いなく つち やい けない ぜ。 

僕の 身体 は 十七 貫 六 百 目 あるんだ から」 

r 何 貫目 あ つたって 大丈夫 だ、 安心して 上がりた まえ」 

r ヽ ヽゝヽ I 

一 レレ カレ」 

「いいと も」 

「そら 上がる ぜ。 —— いや、 いけない。 そう、 ずり 下 

が つ て 来て は …… 」 



「今度 は 大丈夫 だ。 今の は 試して 見た だけ だ。 さあ 上 

がった。 大丈夫 だよ」 

「君が 滑べ ると、 二人共 落ちて しまう ぜ」 

「だから 大丈夫 だよ。 今の は 傘の 持ちよう がわる かつ 

たんだ」 

すすき こた 

「君、 薄の 根へ 足 を かけて 持ち 応えて いたまえ。 I 

I あんまり 前の 方で 蹈ん 張る と、 崖が 崩れて、 足が 滑 

ベ るよ」 

「よし、 大丈夫。 さあ 上がった」 

「足 を 踏ん張つ たかい。 どうも 今度 も あぶない よう だ 

な」 



ね」 

きのう 

「だって、 今日は 朝から 非常に 元気 じ やない か、 昨日 

た 別人の 観が ある」 

「足の 痛い にか かわらず か。 ハハ ハハ。 実は あんまり 

馬鹿 気て いるから、 少し 腹 を 立てて 見た のさ」 

「僕に 対して かい」 

「だ つ て ほかに 対する ものが ないから 仕方がな いさ」 

かゆ あつ 

「いい 迷惑 だ。 時に 君 は 粥 を 食うなら 跳ら えて やろう 

ゝ I 

力」 

「粥 も だが だね。 第一、 馬車 は 何時に 出る か 聞いて 貰 

いたい」 



記 を 話す のって、 いざと なると、 まるで 正体な しに 寝 

ちま うんだ。 —— そうして、 非常ない びき を かいて I 

I」 

「そうか、 そり や 失敬した。 あんまり 疲れ 過ぎたん だ 

よ」 

「時に 天気 はどう だい」 

「上天気 だ」 

「くだらない 天気 だ、 昨日 晴れれば いい 事 を。 —— そ 

うして 顔 は 洗った のかい」 

「顔 はとうに 洗った。 ともかくも 起きない か」 

「起きる つて、 ただ は 起きられな いよ。 裸で 寝て いる 



「そうかな、 寝ながら 占って やろう」 

「占つ て どうす るんだ い」 

「占つ て 君と 賭 をす る」 

「僕 はそんな 事 はしない よ」 

「まあ、 御者 か、 亭主 か」 

「どっち かな あ」 

「さあ、 早くき めた。 そら、 来る からさ」 

「じ や、 亭主に でもして 置こう」 

「じ や 君が 亭主に、 僕が 御者 だぜ。 負けた 方が 今日 

"ちんち 

一 日 命令に 服す るんだ ぜ」 

「そんな 事 はきめ やしない」 



「ねえ」 

「君、 いよいよ 熊 本へ 帰る のかい。 せっかく ここまで 

あそ のぼ 

来て 阿蘇へ 上らな いのはつ まらない じ やない か」 

「そり や、 いけない よ」 

「だってせ つかく 来たのに」 

「せっかく は 君の 命令に 因って、 せっかく 来たに 相違 

な いんだが ね。 この 豆 じ や、 どうに も、 こうに も、 I 

I 天祐 を 空しく する より ほかに 道 は あるまい よ」 

「足が 痛めば 仕方がな いが、 —— 惜しい な あ、 せっか 

く 思い立って、 —— いい 天気 だぜ、 見た まえ」 

「だから、 君 も いっしょに 帰りた まえな。 せっかく 



いっしょに 来た もの だから、 いっしょに 帰らな いのは 

おかしい よ」 

「しかし 阿蘇へ 登りに 来たんだ から、 登らないで 帰つ 

ちゃ あ 済まない」 

「誰に 済まな いんだ」 

「僕の 主義に 済まない」 

「また 主義 か。 窮屈な 主義 だね。 じ や 一 度 熊 本へ 帰つ 

てまた 出直して くる さ」 

「出直して 来ち や 気が済まない」 

「いろいろな ものに 済まな いんだね。 君 は 元来 強情 過 

ぎる よ I 



「じ や 何 だい」 

やといにん 

「雇人で …… 」 

「おやおや。 それじゃ 何にも ならない。 君、 この 男 は 

御者 でも 亭主 でもな いんだと さ」 

「うん、 それが どうしたんだ」 

「どうしたん だって —— まあ 好い や、 それじゃ。 いい 

よ、 君、 彼方へ 行っても 好い よ」 

「ねえ。 では 御 二人さん とも 馬車で 御 越しになります 

ゝ I 

力」 

もんちゃく ちゅう 

「そこが 今 悶着 中 さ」 

「へへ へへ。 八 時の 馬車 はもう 直ぐ、 支度が 出来ます」 



「そんな もの を 成功 させたら、 社会 はめち やくち や だ _ 

おいそう だろう」 

「社会 はめち やくち や だ」 

「我々 が 世の中に 生活して いる 第一の 目的 は、 こう 云 

う 文明の 怪獣 を 打ち殺して、 金 も 力 もない、 平民に 幾 

分で も 安 慰 を 与える のに あるだろう」 

「ある。 うん。 あるよ」 

「あると 思うなら、 僕と いっしょ にやれ」 

「うん。 やる」 

「きっと やる だろう ね。 いい か」 

「き つ とやる」 
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